
【2024 年度 社会貢献基金事業 活動報告②】  

社会学部の地域貢献事業 みんなの大学 

担当教員：社会学部 ソーシャルデザイン学科 教授 小野 達也 

実施期間：2024 年 10 月 19 日 

＜概要および成果＞ 

 本学の社会学部（社会学科、ソーシャルデザイン学科）が、誰でもが来られる大学（みんなの大学）

として学舎を開放し、ともに学びあい、交流することを目的とした新たな取組みを実施しました。 

この企画は、学生が主体となって授業を準備・実施し、大学の周辺地域を中心に、どこからでも誰で

も参加できるものです。授業は午前、午後ともに 3 つの授業を用意し、来場者が自由に授業を選択でき

るようにしました。また、開始前には入学式、最後には修了式を行い、入学から卒業までのイメージを

感じられる工夫も取り入れています。 

参加者は 10 歳未満から 80 代までと年齢層は幅広く、親子連れの参加も目立ちました。和泉市の方を

中心に市外からの参加も多数あり、総勢 70 名を超えました。約 40 名の学生、スタッフが準備した授業

について、参加者から、楽しかった、ためになったという声が聞かれ、高い満足度がありました。また、

その満足度の高さは、多くの人が参加した修了式に表れており、大学に来られてよかった、学生の声を

聞くことができて有意義であった、そして、これからもこうした催しをぜひ続けてほしいという意見や

要望を複数いただくことができました。今回の活動を通じて、本学を拠点として、地域の人たちと学生、

教職員が、交流し学び合うという目的を果たすことができました。 

 

＜参加学生のコメント（抜粋）＞ 

「色々な人が協力することで出来る活動だと感じ、今回のような活動が地域の活発化に繋がるのだと思

った。」（社会学部ソーシャルデザイン学科 3 年生） 

 

「小学生くらいの子から高齢者の方、家族で来られている人などたくさんの方が来ていてこんなに幅広

い世代が一度に集まる機会はとても貴重だと思いました。」（社会学部ソーシャルデザイン学科 4 年生） 

 

「みんなの大学を通して、特に子どもたちが楽しんでくれていたと感じました。大学では作るというこ

とだけでなく、なぜそういうことをするのか、何を目的としているのか、ということを感じてくれてい

たらいいなと思います。」（社会学部ソーシャルデザイン学科 3 年生） 

 

＜活動の様子＞ 

     

   


